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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）ブルックフィールド型粘度計で測定した２５℃における５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度
が１０～２０，０００ｍＰａ・ｓであるか、又は前記粘度が２０，０００ｍＰａ・ｓを超
える場合は、ブルックフィールド型粘度計で測定した２５℃における２Ｗ／Ｖ％水溶液の
粘度が８００ｍＰａ・ｓ以下である高重合ポリエチレングリコール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５～０．５質量％、
（Ｂ）アルキル硫酸塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１～３．５質量％、
（Ｃ）脂肪酸アミドプロピルベタイン及び２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒ
ドロキシエチルイミダゾリウムベタインから選ばれるベタイン系両性界面活性剤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５～１質量％
及び
（Ｄ）ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　０．１～３質量％
を含有し、（Ｃ）成分／（Ｄ）成分が質量比として０．０５～５であることを特徴とする
練歯磨組成物。
【請求項２】
　（Ａ）成分が、ブルックフィールド型粘度計で測定した２５℃における５Ｗ／Ｖ％水溶
液の粘度が３０～１８，０００ｍＰａ・ｓである高重合ポリエチレングリコールである請
求項１記載の練歯磨組成物。
【請求項３】
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　（Ｄ）成分が、エチレンオキサイドの平均付加モル数２０～４０のポリオキシエチレン
硬化ヒマシ油である請求項１又は２記載の練歯磨組成物。
【請求項４】
　（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）成分を含めた界面活性剤の総含有量が１．１５～７．５質量
％である請求項１～３のいずれか１項記載の練歯磨組成物。
【請求項５】
　更に、（Ｅ）香料を０．５～２．５質量％含有する請求項１～４のいずれか１項記載の
練歯磨組成物。
【請求項６】
　（Ａ）ブルックフィールド型粘度計で測定した２５℃における５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度
が１０～２０，０００ｍＰａ・ｓであるか、又は前記粘度が２０，０００ｍＰａ・ｓを超
える場合は、ブルックフィールド型粘度計で測定した２５℃における２Ｗ／Ｖ％水溶液の
粘度が８００ｍＰａ・ｓ以下である高重合ポリエチレングリコール０．０５～０．５質量
％及び（Ｂ）アルキル硫酸塩１～３．５質量％を配合した練歯磨組成物に、（Ｃ）脂肪酸
アミドプロピルベタイン及び２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチ
ルイミダゾリウムベタインから選ばれるベタイン系両性界面活性剤０．０５～１質量％及
び（Ｄ）ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油０．１～３質量％を、（Ｃ）成分／（Ｄ）成分
が質量比として０．０５～５の範囲で配合することを特徴とする、前記練歯磨組成物にお
ける（Ａ）、（Ｂ）成分の併用による泡垂れの改善方法。
【請求項７】
　（Ａ）成分が、ブルックフィールド型粘度計で測定した２５℃における５Ｗ／Ｖ％水溶
液の粘度が３０～１８，０００ｍＰａ・ｓである高重合ポリエチレングリコールである請
求項６記載の練歯磨組成物における（Ａ）、（Ｂ）成分の併用による泡垂れの改善方法。
【請求項８】
　（Ｄ）成分が、エチレンオキサイドの平均付加モル数２０～４０のポリオキシエチレン
硬化ヒマシ油である請求項６又は７記載の練歯磨組成物における（Ａ）、（Ｂ）成分の併
用による泡垂れの改善方法。
【請求項９】
　（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）成分を含めた界面活性剤の総含有量が１．１５～７．５質量
％である請求項６～８のいずれか１項記載の練歯磨組成物における（Ａ）、（Ｂ）成分の
併用による泡垂れの改善方法。
【請求項１０】
　更に、（Ｅ）香料を０．５～２．５質量％配合した請求項６～９のいずれか１項記載の
練歯磨組成物における（Ａ）、（Ｂ）成分の併用による泡垂れの改善方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯磨き時の口からの泡垂れが抑えられ、泡のクリーミー感も優れ、かつ香味
立ちが高い練歯磨組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　歯磨剤組成物の使用感のうち、口腔内の泡の感触は清掃感を感じることができるテクス
チャーのひとつである。ところが、口腔内には唾液が常に分泌されており、特に長時間に
亘って歯を磨いていると歯磨剤組成物が唾液によって希釈されるため、泡が持続せず清掃
実感付与効果が減少してしまうと共に口からの泡垂れを起こし、泡のクリーミー感も感じ
られなくなり、歯を磨いたという満足感が低下してしまうという問題があった。
【０００３】
　また、歯磨剤組成物の使用満足感の向上には、歯のブラッシング開始時の香味立ちの良
さが重要である。しかしながら、一般的に発泡剤として使用される界面活性剤は、特有の
苦さを発現したり、嫌味をマスキングするために配合する香料の発現性を低下させてしま
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うという問題があった。
　このため、歯磨剤組成物において、香味立ちを良好に維持しつつ泡性能を向上すること
は難しかった。
【０００４】
　泡の感触を向上させ、使用感を改善する公知の方法としては、無水ケイ酸、ベタイン型
両性界面活性剤、ｌ－メントール及びメンチルエステルを配合することによって、起泡性
と肌理（きめ）の細かい泡質を伴う清掃洗浄実感を与えると共に、使用中の苦さ・異味を
抑え、口中を爽やかにする技術が提案されている（特許文献１：特表２０１１－１０５６
４７号公報）。しかし、この特許文献１は口からの泡垂れについて言及がない。
【０００５】
　一方、オーラル分野において、ポリエチレングリコールは保湿剤又は粘稠剤として一般
的に使用されているが、平均分子量が５万、特に１０万以上の高重合ポリエチレングリコ
ールを製剤に配合した例は少ない。液状歯磨剤組成物の泡立ち性能の向上に使用した例（
特許文献２：特表２００６－５０６３５９号公報）や、歯牙の再石灰化促進効果に優れた
歯磨剤組成物に使用した例（特許文献３：特開２０１３－１１２６１３号公報）、高重合
ポリエチレングリコールとアルキル硫酸塩と増粘性シリカとの配合による、歯磨き時の起
泡性、泡の持続性やクリーミー感を改善した技術（特許文献４：国際公開第１０／０７３
９７５号）は提案されている。しかし、これら特許文献２～４は、歯磨剤組成物の香味立
ちについて言及がない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特表２０１１－１０５６４７号公報
【特許文献２】特表２００６－５０６３５９号公報
【特許文献３】特開２０１３－１１２６１３号公報
【特許文献４】国際公開第１０／０７３９７５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従って、歯磨剤組成物において、香味立ちを良好に維持しつつ泡性能、特に泡垂れを改
善する技術が求められる。
【０００８】
　本発明は、上記事情に鑑みなされたもので、歯磨き時の口からの泡垂れが抑えられ、泡
のクリーミー感も優れ、かつ香味立ちが高い練歯磨組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者は、上記目的を達成するため鋭意検討を行った結果、（Ａ）高重合ポリエチレ
ングリコール、（Ｂ）アルキル硫酸塩、（Ｃ）両性界面活性剤、（Ｄ）ノニオン性界面活
性剤を含有し、（Ｃ）成分／（Ｄ）成分が質量比として０．０５～５であることによって
、歯磨き時の口からの泡垂れが抑えられ、泡のクリーミー感も優れ、かつ香味立ちが高い
練歯磨組成物が得られることを見出した。
【００１０】
　即ち、練歯磨組成物に、（Ａ）成分と共に（Ｂ）成分を併用配合した場合、特に、更な
る使用感向上のために（Ａ）成分と（Ｂ）成分の配合量を増やすと、歯磨き時に泡垂れが
生じ、配合香料の香味立ちが悪くなるという課題が生じた。そこで、更に検討を進めた結
果、（Ａ）成分に（Ｂ）成分と共に（Ｃ）、（Ｄ）成分を（Ｃ）／（Ｄ）比が適切な割合
で組み合わせると、上記課題がすべて解消し、泡垂れが抑えられ、泡のクリーミー感も向
上し、かつ優れた香味立ちを付与できることを知見した。また、特に（Ｅ）香料としてミ
ント系、スパイス系及びフルーツ系から選ばれる香料を配合すると、香味立ちがより優れ
ることを知見した。よって、本発明の練歯磨組成物は、歯磨き時に口から泡が垂れ難く、
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口中に適度に保持し得る泡を与え、泡のクリーミー感も向上し、かつ配合香料の香味立ち
が高く、使用感が優れるものであり、十分な歯磨き実感、使用満足感を付与できる。
【００１１】
　従って、本発明は下記の練歯磨組成物及び練歯磨組成物における泡垂れの改善方法を提
供する。
〔１〕
　（Ａ）ブルックフィールド型粘度計で測定した２５℃における５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度
が１０～２０，０００ｍＰａ・ｓであるか、又は前記粘度が２０，０００ｍＰａ・ｓを超
える場合は、ブルックフィールド型粘度計で測定した２５℃における２Ｗ／Ｖ％水溶液の
粘度が８００ｍＰａ・ｓ以下である高重合ポリエチレングリコール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５～０．５質量％、
（Ｂ）アルキル硫酸塩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１～３．５質量％、
（Ｃ）脂肪酸アミドプロピルベタイン及び２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒ
ドロキシエチルイミダゾリウムベタインから選ばれるベタイン系両性界面活性剤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５～１質量％
及び
（Ｄ）ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　０．１～３質量％
を含有し、（Ｃ）成分／（Ｄ）成分が質量比として０．０５～５であることを特徴とする
練歯磨組成物。
〔２〕
　（Ａ）成分が、ブルックフィールド型粘度計で測定した２５℃における５Ｗ／Ｖ％水溶
液の粘度が３０～１８，０００ｍＰａ・ｓである高重合ポリエチレングリコールである〔
１〕に記載の練歯磨組成物。
〔３〕
　（Ｄ）成分が、エチレンオキサイドの平均付加モル数２０～４０のポリオキシエチレン
硬化ヒマシ油である〔１〕又は〔２〕に記載の練歯磨組成物。
〔４〕
　（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）成分を含めた界面活性剤の総含有量が１．１５～７．５質量
％である〔１〕～〔３〕のいずれかに記載の練歯磨組成物。
〔５〕
　更に、（Ｅ）香料を０．５～２．５質量％含有する〔１〕～〔４〕のいずれかに記載の
練歯磨組成物。
〔６〕
　（Ａ）ブルックフィールド型粘度計で測定した２５℃における５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度
が１０～２０，０００ｍＰａ・ｓであるか、又は前記粘度が２０，０００ｍＰａ・ｓを超
える場合は、ブルックフィールド型粘度計で測定した２５℃における２Ｗ／Ｖ％水溶液の
粘度が８００ｍＰａ・ｓ以下である高重合ポリエチレングリコール０．０５～０．５質量
％及び（Ｂ）アルキル硫酸塩１～３．５質量％を配合した練歯磨組成物に、（Ｃ）脂肪酸
アミドプロピルベタイン及び２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチ
ルイミダゾリウムベタインから選ばれるベタイン系両性界面活性剤０．０５～１質量％及
び（Ｄ）ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油０．１～３質量％を、（Ｃ）成分／（Ｄ）成分
が質量比として０．０５～５の範囲で配合することを特徴とする、前記練歯磨組成物にお
ける（Ａ）、（Ｂ）成分の併用による泡垂れの改善方法。
〔７〕
　（Ａ）成分が、ブルックフィールド型粘度計で測定した２５℃における５Ｗ／Ｖ％水溶
液の粘度が３０～１８，０００ｍＰａ・ｓである高重合ポリエチレングリコールである〔
６〕に記載の練歯磨組成物における（Ａ）、（Ｂ）成分の併用による泡垂れの改善方法。
〔８〕
　（Ｄ）成分が、エチレンオキサイドの平均付加モル数２０～４０のポリオキシエチレン
硬化ヒマシ油である〔６〕又は〔７〕に記載の練歯磨組成物における（Ａ）、（Ｂ）成分
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の併用による泡垂れの改善方法。
〔９〕
　（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）成分を含めた界面活性剤の総含有量が１．１５～７．５質量
％である〔６〕～〔８〕のいずれかに記載の練歯磨組成物における（Ａ）、（Ｂ）成分の
併用による泡垂れの改善方法。
〔１０〕
　更に、（Ｅ）香料を０．５～２．５質量％配合した〔６〕～〔９〕のいずれかに記載の
練歯磨組成物における（Ａ）、（Ｂ）成分の併用による泡垂れの改善方法。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、歯磨き時の口からの泡垂れが抑えられ、泡のクリーミー感も優れ、か
つ香味立ちが高い練歯磨組成物を提供できる。この練歯磨組成物は、十分な歯磨き実感、
使用満足感を付与し得る。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明につき更に詳述する。本発明の練歯磨組成物は、（Ａ）高重合ポリエチレ
ングリコール、（Ｂ）アルキル硫酸塩、（Ｃ）両性界面活性剤、（Ｄ）ノニオン性界面活
性剤を含有し、（Ｃ）成分／（Ｄ）成分の比率が特定範囲であるものである。
【００１４】
　（Ａ）成分の高重合ポリエチレングリコールは、エチレングリコールが重合した構造を
もつ高分子化合物であり、ブルックフィールド型粘度計で測定した２５℃における５Ｗ／
Ｖ（質量／体積（容量））％水溶液の粘度が１０ｍＰａ・ｓ以上であり、かつ前記粘度計
で測定した２５℃における２Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度が８００ｍＰａ・ｓ以下のものである
ものが好適である。
　５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度が２０，０００ｍＰａ・ｓを超える場合は、粘度測定が不能と
なるため、２Ｗ／Ｖ％水溶液における粘度を採用する。即ち、本発明において、高重合ポ
リエチレングリコールは、下記（１）又は（２）の粘度物性を有することが好ましい。
（１）２５℃における５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度が１０～２０，０００ｍＰａ・ｓ
（２）（１）で粘度が２０，０００ｍＰａ・ｓを超える場合は、２５℃における２Ｗ／Ｖ
％水溶液の粘度が８００ｍＰａ・ｓ以下
　本発明において、より好ましい高重合ポリエチレングリコールは、２５℃における５Ｗ
／Ｖ％水溶液の粘度が１０～１８，０００ｍＰａ・ｓ、特に３０～１０，０００ｍＰａ・
ｓ、とりわけ５５～２，０００ｍＰａ・ｓのものである。
【００１５】
　本発明では、（Ａ）成分として粘度が上記特定範囲内である高重合ポリエチレングリコ
ールを用いることで、口からの泡垂れ改善に十分に寄与し、泡のクリーミー感をより向上
することができる。
　上記５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度が１０ｍＰａ・ｓに満たないと、口からの泡垂れ改善に十
分に寄与せず、泡のクリーミー感向上効果が劣る場合があり、上記２Ｗ／Ｖ％水溶液の粘
度が８００ｍＰａ・ｓを超えると、香味立ちが悪くなるだけでなく、練歯磨組成物の安定
性が低下する場合がある。
【００１６】
　（Ａ）成分の高重合ポリエチレングリコールとしては、下記に示す市販品を使用し得る
。
・ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ　Ｎ－１０
（ダウ・ケミカル社製、５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度：１２～５０ｍＰａ・ｓ、測定機器：ブ
ルックフィールド　ＲＶＴ、ローターＮｏ．１、回転数５０ｒｐｍ、測定温度２５℃、測
定時間０．５分）
・ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ　Ｎ－８０
（ダウ・ケミカル社製、５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度：５５～１１５ｍＰａ・ｓ、測定機器：
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ブルックフィールド　ＲＶＴ、ローターＮｏ．１、回転数５０ｒｐｍ、測定温度２５℃、
測定時間０．５分）
・ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ　Ｎ－７５０
（ダウ・ケミカル社製、５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度：１，０００～１，２００ｍＰａ・ｓ、
測定機器：ブルックフィールド　ＲＶＦ、ローターＮｏ．２、回転数１０ｒｐｍ、測定温
度２５℃、測定時間１分）
・ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ－２０５
（ダウ・ケミカル社製、５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度：４，５００～８，８００ｍＰａ・ｓ、
測定機器：ブルックフィールド　ＲＶＦ、ローターＮｏ．２、回転数２ｒｐｍ、測定温度
２５℃、測定時間５分）
・ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ－１１０５
（ダウ・ケミカル社製、５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度：８，８００～１７，６００ｍＰａ・ｓ
、測定機器：ブルックフィールド　ＲＶＦ、ローターＮｏ．２、回転数２ｒｐｍ、測定温
度２５℃、測定時間５分）
・ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ　Ｎ－１２Ｋ
（ダウ・ケミカル社製、２Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度：４００～８００ｍＰａ・ｓ、測定機器
：ブルックフィールド　ＲＶＦ、ローターＮｏ．１、回転数１０ｒｐｍ、測定温度２５℃
、測定時間１分）
【００１７】
　（Ａ）高重合ポリエチレングリコールの配合量は、組成物全体の０．０５～０．５％（
質量％、以下同様。）が好ましく、より好ましくは０．１～０．３％である。配合量が０
．０５％以上であると、口からの泡垂れを十分に改善し、泡のクリーミー感を十分に向上
することもできる。０．５％以下であることが、香味立ちが悪くなるのを抑制するには好
適である。
【００１８】
　本発明では、アニオン性界面活性剤として（Ｂ）アルキル硫酸塩を配合する。
　（Ｂ）アルキル硫酸塩としては、ラウリル硫酸ナトリウム、ミリスチル硫酸ナトリウム
等のアルキル硫酸ナトリウムを用いることができるが、特にラウリル硫酸ナトリウムが香
味立ちの点からより好ましい。具体的には、ラウリル硫酸ナトリウム（東邦化学工業（株
）製；ラウリル硫酸ナトリウム）、ミリスチル硫酸ナトリウム（日光ケミカルズ（株）製
；ＮＩＫＫＯＬ　ＳＭＳ）等を使用できる。
【００１９】
　（Ｂ）アルキル硫酸塩の配合量は、組成物全体の１～３．５％が好ましく、より好まし
くは１．５～２．５％である。配合量が１％以上であると、泡のクリーミー感を向上でき
る。３．５％以下であることが、香味立ちが悪くなるのを抑えるには好適である。更に、
練歯磨組成物の発泡性が増し過ぎて口からの泡垂れがひどくなることを防止すると共に、
口腔内に刺激を感じるなどの使用感が悪くなることを防止するには、配合量が多すぎない
ことが好ましく、３．５％以下が望ましい。
【００２０】
　（Ｃ）両性界面活性剤としては、ベタイン系両性界面活性剤を好適に配合できる。
　ベタイン系両性界面活性剤としては、脂肪酸アミドプロピルベタイン、２－アルキル－
Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリウムベタイン等が挙げられ、前
記ベタイン系両性界面活性剤の炭化水素基の炭素数は８～１８が好ましい。特に好ましく
は、脂肪酸の炭素数が８～１８である脂肪酸アミドプロピルベタインであり、その中でも
ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタインが、香味立ちの点からより好ましい。
【００２１】
　（Ｃ）両性界面活性剤は市販品を使用でき、具体的には下記のものが挙げられる。
・ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン（ＥＶＯＮＩＣ社製；ＴＥＧＯ　ＢＥＴＡＩＮ　
ＣＫ　ＯＫ）
・２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリウムベタイン
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（ライオン（株）製；エナジコール　Ｃ－４０Ｈ）
【００２２】
　（Ｃ）両性界面活性剤の配合量は、泡のクリーミー感と口からの泡垂れ、及び香味立ち
のよさの点から、純分換算として組成物全体の０．０５～１％が好ましく、より好ましく
は０．１～１％、さらに好ましくは０．１～０．５％である。配合量が０．０５％以上で
あると、泡のクリーミー感が向上し、口からの泡垂れをより抑制できる。１％以下である
ことが、練歯磨組成物の発泡性が増し過ぎて口からの泡垂れがひどくなるのを抑制するに
は好適である。更に、両性界面活性剤特有の苦味が生じるのを防止するためにも好ましい
。
【００２３】
　（Ｄ）ノニオン性界面活性剤としては、特にポリオキシエチレン硬化ヒマシ油が好まし
く、より好ましくはエチレンオキサイドの平均付加モル数が２０～４０、特に２０のポリ
オキシエチレン硬化ヒマシ油である。
　ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油としては、ポリオキシエチレン（４０）硬化ヒマシ油
（日本エマルション（株）製：ＥＭＡＬＥＸ　ＨＣ－４０、エチレンオキサイドの平均付
加モル数４０）、ポリオキシエチレン（２０）硬化ヒマシ油（日本エマルション（株）製
：ＥＭＡＬＥＸ　ＨＣ－２０、エチレンオキサイドの平均付加モル数２０）等が挙げられ
る。
【００２４】
　（Ｄ）ノニオン性界面活性剤の配合量は、泡のクリーミー感と口からの泡垂れ、及び香
味立ちの良さの点から、組成物全体の０．１～３％が好ましく、より好ましくは０．２～
１．５％である。配合量が０．１％以上であると、泡のクリーミー感が向上し、口からの
泡垂れをより抑制できる。３％以下であることが、香味立ちが悪くなるのを抑えるには好
適である。
【００２５】
　本発明では、界面活性剤として（Ｂ）アルキル硫酸塩と共に（Ｃ）両性界面活性剤及び
（Ｄ）ノニオン性界面活性剤を（Ｃ）／（Ｄ）比が特定範囲内で組み合わせることで、泡
垂れを抑制し、泡のクリーミー感を向上し、かつ香味立ちを向上できる。
　この場合、（Ｃ）両性界面活性剤と（Ｄ）ノニオン性界面活性剤との配合比率は、（Ｃ
）／（Ｄ）が質量比として０．０５～５であり、好ましくは０．１～５、より好ましくは
０．１～３、さらに好ましくは０．５～１．５である。上記範囲内であると、口からの泡
垂れのなさ、泡のクリーミー感、香味立ちが優れる。０．０５未満であると、香味立ちが
悪くなる。５を超えると、練歯磨組成物の発泡性が増し過ぎてしまい、泡のクリーミー感
を損ねると同時に、口からの泡垂れがひどくなる。
【００２６】
　本発明において、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）成分を含めた界面活性剤の総含有量は、組成
物全体の１．１５～７．５％、特に１．５～５．２％、とりわけ２～４％の範囲内が好ま
しい。この範囲内であると、泡垂れをより抑制でき、泡のクリーミー感もより優れる。ま
た、香味立ちがより向上する。更にこの場合、総含有量が多すぎないほうが、練歯磨組成
物の発泡性が増し過ぎて泡垂れがひどくなるのを抑制し、また香味立ちが悪くなるのを抑
制するには好適である。更に、界面活性剤由来の苦味を抑えるためにも好ましい。
【００２７】
　なお、本発明では、本発明の効果を妨げない範囲で必要に応じて、（Ｂ）、（Ｃ）、（
Ｄ）成分以外の界面活性剤を配合してもよい。具体的には、アルキル硫酸塩以外のアニオ
ン性界面活性剤、例えばＮ－ラウロイルサルコシンナトリウム、Ｎ－ミリストイルサルコ
シンナトリウム等のＮ－アシルサルコシン酸塩、Ｎ－アシルグルタミン酸塩、Ｎ－メチル
－Ｎ－アシルタウリンナトリウム、Ｎ－メチル－Ｎ－アシルアラニンナトリウム、α－オ
レフィンスルホン酸ナトリウムなどが挙げられる。これら界面活性剤を配合する場合は、
上記した界面活性剤の総含有量の範囲内で配合することが好ましい。
【００２８】



(8) JP 6528762 B2 2019.6.12

10

20

30

40

50

　本発明の練歯磨組成物は、更に、（Ｅ）香料を含有することが好ましい。香料としては
、一般的な歯磨剤用香料として添加される天然香料、及び天然香料を加工処理した香料、
及び単体香料、更には調合香料等、歯磨剤組成物に用いられる公知の香料素材を１種単独
で又は２種以上を組み合わせて使用することができる。この場合、本発明では、（Ａ）、
（Ｂ）成分を併用配合しても、配合香料の香味を十分発揮させることができる。好ましい
香料としては、ミント系香料、スパイス系香料、フルーツ系香料が挙げられ、これらを用
いると、特に良好な香味立ちが得られる。
【００２９】
　（Ｅ）成分の香料の配合量は、香味立ちの良さの点から、組成物全体の０．５～２．５
％が好ましく、より好ましくは０．８～１．８％である。配合量が多いほど香味立ちが向
上し、０．５％以上配合すると良好な香味立ちを付与できる。２．５％以下であることが
、香味立ちが悪くなるのを抑制するには好適である。配合量が多すぎると、香味立ちを良
好に維持することができなくなる場合がある。
【００３０】
　本発明の練歯磨組成物には、上記成分に加えて、その他の公知成分を本発明の効果を妨
げない範囲で必要に応じて配合できる。例えば、研磨剤、粘稠剤、粘結剤、更に必要によ
り甘味剤、着色剤、防腐剤、薬効成分などを配合することができる。なお、配合量は本発
明の効果を妨げない範囲で通常量でよい。
【００３１】
　研磨剤としては、シリカゲル、沈降シリカ、アルミノシリケート、ジルコノシリケート
等のシリカ系研磨剤、第２リン酸カルシウム２水和物及び無水和物、第３リン酸カルシウ
ム、第４リン酸カルシウム、ピロリン酸カルシウム等のリン酸カルシウム系研磨剤、炭酸
カルシウム、水酸化アルミニウム、アルミナ、ゼオライト、ハイドロキシアパタイト、合
成樹脂系研磨剤などが挙げられる。これら研磨剤の配合量は、通常、組成物全体の２～５
０％、特に１０～３０％である。
【００３２】
　粘稠剤としては、ソルビット、キシリット等の糖アルコール、グリセリン、プロピレン
グリコール等の多価アルコール等が挙げられる。また、平均分子量１９０～２，０００（
医薬部外品原料規格記載の平均分子量）のポリエチレングリコールは、高分子である（Ａ
）成分と相溶性がよいので水相での膨潤、分散の点では好適に使用し得る。これら粘稠剤
の配合量は、通常、組成物全体の５～５０％、特に２０～４５％が好ましい。
【００３３】
　粘結剤としては、有機又は無機粘結剤を配合できる。具体的には、カルボキシメチルセ
ルロースナトリウム、メチルセルロース、ヒドロキシメチルセルロース、カチオン化セル
ロース等のセルロース誘導体、アルギン酸ナトリウム、アルギン酸プロピレングリコール
エステル等のアルギン酸誘導体、キサンタンガム、カラヤガム、アラビアガム等のガム類
、ポリアクリル酸ナトリウム、ポリビニルアルコール、カルボキシビニルポリマー、ポリ
ビニルピロリドン、カラギーナンなどの有機粘結剤、ゲル化性シリカ、ゲル化性アルミニ
ウムシリカ、ビーガム、ラポナイト等の無機粘結剤が挙げられる。粘結剤の配合量は、通
常０．１～１０％であり、特に０．５～５％が好ましい。
【００３４】
　甘味剤としては、サッカリンナトリウム、ステビオサイド、ステビアエキス等が挙げら
れる。着色料としては、赤色２号、３号、２２５号、２２６号、黄色４号、５号、青色１
号、２号、雲母チタン、酸化チタン等が挙げられる。
　防腐剤としては、メチルパラベン、エチルパラベン等のパラオキシ安息香酸エステル、
安息香酸ナトリウム等の安息香酸又はその塩などが挙げられる。
【００３５】
　薬効成分としては、通常配合される公知のもの、例えば殺菌剤、抗炎症剤、酵素、フッ
化物、銅化合物、ビタミン類、植物抽出物、歯石防止剤、歯垢防止剤などを、本発明の効
果を妨げない範囲で有効量配合することができる。
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　具体的には、イソプロピルメチルフェノール等の非イオン性殺菌剤、塩化セチルピリジ
ニウム、塩酸クロルヘキシジン、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウム等のカチオ
ン性殺菌剤、トラネキサム酸、イプシロンアミノカプロン酸、アラントイン、グリチルレ
チン酸、グリチルリチン酸ジカリウム等の抗炎症剤、デキストラナーゼ、ムタナーゼ、ア
ミラーゼ、プロテアーゼ等の酵素、フッ化ナトリウム、モノフルオロリン酸ナトリウム等
のフッ化物、水溶性リン酸化合物、グルコン酸銅等の銅化合物、硝酸カリウム、乳酸アル
ミニウム、塩化亜鉛、クエン酸亜鉛、塩化ストロンチウムなどの無機塩類、アスコルビン
酸、酢酸トコフェロール等のビタミン類、植物抽出物などが挙げられる。
【実施例】
【００３６】
　以下、実施例及び比較例、処方例を示し、本発明を具体的に説明するが、本発明は下記
の実施例に制限されるものではない。なお、下記の例において％は特に断らない限りいず
れも質量％を示す。
【００３７】
［実施例、比較例］
　表１～３に示す組成の歯磨組成物（練歯磨剤）を常法により調製し、下記方法で評価し
た。結果を表に併記する。
【００３８】
（１）歯磨き中の口からの泡垂れ（泡の垂れにくさ）の評価方法
　１０人のパネラーが、ラミネートチューブに充填した歯磨組成物を市販品歯ブラシ上に
１ｃｍ押出し、３分間歯のブラッシングを行い、歯磨き中の口からの泡垂れについて、「
泡垂れしない」、「ごくわずかに泡垂れするが問題ない」、「やや泡垂れする」、「泡垂
れする」の４段階で回答を得た。この回答のうち、「泡垂れしない」を４点、「ごくわず
かに泡垂れするが問題ない」を３点、「やや泡垂れする」を２点、「泡垂れする」を１点
として、判定した。
　１０名の平均点から、以下の基準で◎及び○の評価が確保されるものを、歯磨き中に口
から泡が垂れにくいと感じられる歯磨組成物であると判断した。
　評価基準
　　◎：平均点３．５点以上４．０点以下
　　○：平均点３．０点以上３．５点未満
　　△：平均点２．０点以上３．０点未満
　　×：平均点１．０点以上２．０点未満
【００３９】
（２）歯磨き中の泡のクリーミー感の評価方法
　１０人のパネラーが、ラミネートチューブに充填した歯磨組成物を市販品の歯ブラシ上
に１ｃｍ押出し、３分間歯のブラッシングを行い、歯磨き中の泡のクリーミー感について
、対照（（Ａ）高重合ポリエチレングリコール、（Ｃ）両性界面活性剤、（Ｄ）ノニオン
性界面活性剤を含まない以外は実施例１と同様の組成の歯磨組成物）と比較し、「向上す
る」、「やや向上する」、「ごくわずかに向上する」、「向上しない」の４段階で回答を
得た。この回答のうち、「向上する」を４点、「やや向上する」を３点、「ごくわずかに
向上する」を２点、「向上しない」を１点として、判定した。
　１０名の平均点から、以下の基準で◎及び○の評価が確保されるものを、歯磨き中の泡
のクリーミー感が向上していると感じられる歯磨組成物であると判断した。
　評価基準
　　◎：平均点３．５点以上４．０点以下
　　○：平均点３．０点以上３．５点未満
　　△：平均点２．０点以上３．０点未満
　　×：平均点１．０点以上２．０点未満
【００４０】
（３）歯磨き中の香味立ちの評価方法
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　１０人のパネラーが、ラミネートチューブに充填した歯磨組成物を市販品歯ブラシ上に
１ｃｍ押出し、３分間歯のブラッシングを行い、歯磨き中の香味立ちについて、「非常に
良い」、「良い」、「やや悪い」、「悪い」の４段階で回答を得た。この回答のうち、「
非常に良い」を４点、「良い」を３点、「やや悪い」を２点、「悪い」を１点として、判
定した。
　１０名の平均点から、以下の基準で◎及び○の評価が確保されるものを、歯磨き中の香
味立ちが良好な歯磨組成物であると判断した。
　評価基準
　　◎：平均点３．５点以上４．０点以下
　　○：平均点３．０点以上３．５点未満
　　△：平均点２．０点以上３．０点未満
　　×：平均点１．０点以上２．０点未満
【００４１】
　使用原料の詳細を下記に示す。なお、高重合ポリエチレングリコールの粘度は、上記と
同様に、ブルックフィールド型粘度計（ブルックフィールド　ＲＶＴ又はＲＶＦ）で測定
した２５℃における粘度である。また、同様の方法で測定したポリエチレングリコール４
０００の５Ｗ／Ｖ％の粘度は、１０ｍＰａ・ｓ未満であった。
・高重合ポリエチレングリコール；
　ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ　Ｎ－８０
　（ダウ・ケミカル社製、５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度：８５ｍＰａ・ｓ（ロー
　　ターＮｏ．１、回転数５０ｒｐｍ、測定時間０．５分））
　ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ　Ｎ－１０
　（ダウ・ケミカル社製、５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度：３５ｍＰａ・ｓ（ロー
　　ターＮｏ．１、回転数５０ｒｐｍ、測定時間０．５分））
　ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ　Ｎ－７５０
　（ダウ・ケミカル社製、５Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度：１，１００ｍＰａ・ｓ
　　（ローターＮｏ．２、回転数１０ｒｐｍ、測定時間１分））
　ＰＯＬＹＯＸ　ＷＳＲ　Ｎ－１２Ｋ
　（ダウ・ケミカル社製、２Ｗ／Ｖ％水溶液の粘度：４２０ｍＰａ・ｓ（ロ
　　ーターＮｏ．１、回転数１０ｒｐｍ、測定時間１分））
・ポリエチレングリコール４０００（比較成分）
　（三洋化成工業社製、医薬部外品原料規格２００６記載の平均分子量２，
　　６００～３，８００）
・ラウリル硫酸ナトリウム
　（東邦化学工業社製）
・ミリスチル硫酸ナトリウム
　（日光ケミカルズ社製）
・ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン
　（ＴＥＧＯ　ＢＥＴＡＩＮ　ＣＫ　ＯＫ、ＥＶＯＮＩＣ社製）
・２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリ
　ウムベタイン
　（エナジコール　Ｃ－４０Ｈ、ライオン社製）
・ポリオキシエチレン（４０）硬化ヒマシ油
　（エチレンオキサイド平均付加モル数４０、ＥＭＡＬＥＸ　ＨＣ－４０、
　　日本エマルション社製）
・ポリオキシエチレン（２０）硬化ヒマシ油
　（エチレンオキサイド平均付加モル数２０、ＥＭＡＬＥＸ　ＨＣ－２０、
　　日本エマルション社製）
　なお、香料Ａ－１～Ａ－３、Ｂ－１、Ｂ－２、Ｃの組成の詳細は、後述の表５～１１に
示す通りである。
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【００４２】
【表１】

【００４３】
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【表２】

【００４４】
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【表３】

【００４５】
　下記の表４に処方例を示す。これら練歯磨組成物は、いずれも泡が垂れにくく、泡のク
リーミー感が優れ、香味立ちが良好であった。
【００４６】
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【表４】

【００４７】
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【表５】

【００４８】
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【表６】

＊；質量部、以下同様。
【００４９】

【表７】

【００５０】
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【表８】

【００５１】
【表９】

【００５２】
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【表１０】

【００５３】
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【表１１】
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